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良問の風に吹かれて

「良問」とは解く人を育ててくれる問題
どの教科の学習過程でも，理解度を確認し，応用力，思考力を身に付
けるツールとして問題演習は欠かせません。手当たり次第に数多くの問
題を解けば，それなりに力は付くと思いますが，少々タイパが悪そうです。
問題のテーマごとにその基本事項の理解度を確認しつつ，基本事項を利用，
応用して考えて解答する。そのような問題を中心に演習すれば自然にか
つ短時間に力が付くはずです。演習と同時に気がかりな入試対策もでき
れば申し分ありません。
入試の過去問にもいわゆる良問といわれる問題は多くありますが，大
学側の出題意図は受験生の能力の確認と選別であり，受験生の学力向上
を願うものではありません。そこで，良質な入試問題から素材をいただ
き※񀀱񀀱，テーマごとに最大の学習効果が得られるように積極的にアレンジ
して再構成した問題を集めたものが本書です。

「基本問題は解けるが，応用問題には手こずってしまう。」
「標準レベルからステップアップしたい。」
本書はそんな受験生に使っていただきたい問題集です。テーマごとに
良問を並べ，解法について詳しく解説※񀀲񀀲しています。解答に必要な重要
ポイントについても可能な限りまとめてあります。各問題は難問ではあ
りませんが，解きごたえのある問題です。
問題を解き，解説を精読することで自然に理解が深まるはずです。理
解が深まるにつれ，化学の楽しさも感じていただけると思います。
良問の風を感じてください。
さあ，はじめよう！

※񀀱񀀱 素材をいただいた大学名は 񀀲񀀲񀀰񀀰񀀲񀀲񀀶񀀶年 񀀴񀀴月現在の名称で記載しています。
※񀀲񀀲 解答・解説は本書のために作成したものであり，大学公表のものではあり

ません。
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本書の使い方

教科書レベルの学習が済んだ部分から始めてください。「学習が済ん
だ」というのは「完全に理解している」ということでなくて 񀁏񀁏񀁋񀁋です。
本書は「化学」の内容を中心に扱っています。「化学基礎」を学習した
うえで取り組んでください。

① まず，問題を解いてみてください。このとき解答に至った道筋が
わかるように書き残してください。用語など単純な知識で解答し
た場合は［記憶］とでもしておきましょう。

② 解けない部分があったら，KEY POINT を確認してください。
忘れていたこと，知らなかったことを確認したら，解けなかった
部分にもう一度挑戦してください。

③ ①，②で理解が不足していた部分，身に付けるべき事柄がハッキ
リすると思います。そのうえで■解説■を読んでください。②
でも解けなかった問題については，考え方をしっかり掴んでくだ
さい。誤答になってしまった問題については，自分の考え方（書
き残してありますね）のどこが誤っていたのかを洗い出しましょ
う。答えが合っていた問題でも解説から得るところは多いと思い
ます。

④ 最後に，解けなかった設問，間違えた設問の解答が自力で再現で
きるか確認してください。そして，そのような設問は後日必ず解
き直してください。

本書で力を付けた後は，さらにいろいろな問題に挑戦してください。
どんどん力が付くでしょう。その際には解答に要する時間も気にしてく
ださい。熟考することは大切ですが，入試は制限時間内の勝負です。試
験時間を考えて時間のかかりそうな問題を後回しにする「選球眼」も大
切です。
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第 1章 化学の基礎(原子の構造，化学量)

1 原子核，壊変

次の文中の ❞ ～ ❣ に適する語句を， ✕ ， ✖ に適す
る整数を記せ。また， ✔ に適する数値を下の①～⑤から選んで番号
で答えよ。
原子は，原子核とそのまわりに存在する ❞ からなる。原子核は，
正電荷をもつ ❟ と電荷をもたない ❠ から構成される。また
❟ と ❠ の数の和をその原子の ❡ という。 ❞ の質量は
❟ や ❠ の質量のおよそ ✔ であり，原子の質量は原子核に
集中している。
原子番号が等しく， ❡ の異なるものを互いに ❢ という。
❢ の中で，原子核が不安定なため，その組成がひとりでに変化し，
他の原子に変わるものを ❣ と呼び，このような原子核の変化を壊変
と呼ぶ。壊変にはいくつかの種類があり，それに伴ってそれぞれ異なる
放射線が放出される。
ウラン U238

92 は 񐎱񐎱壊変と呼ばれる様式で壊変し，原子番号が 񀀲񀀲， ❡
が 񀀴񀀴小さいトリウム Th234

90 へと変化する。続いて Th234
90 は 񐎲񐎲壊変と呼ば

れる様式で壊変し， ❡ が同じで原子番号が 񀀱񀀱大きいプロトアクチニ
ウム Pa234

91 へと変化する。 U238
92 は 񐎱񐎱壊変を ✕ 回と 񐎲񐎲壊変を ✖

回経ることで，安定な原子核をもつ鉛 Pb206
82 となる。

① 񀀱񀀱
񀀲񀀲

② 񀀱񀀱
񀀲񀀲񀀰񀀰

③ 񀀱񀀱
񀀲񀀲񀀰񀀰񀀰񀀰

④ 񀀱񀀱
񀀲񀀲񀀰񀀰񀀰񀀰񀀰񀀰

⑤ 񀀱񀀱
񀀲񀀲񀀰񀀰񀀰񀀰񀀰񀀰񀀰񀀰

（関西学院大，東京農業大）
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第 10 章 化学平衡Ⅱ（酸塩基と平衡)

54 酢酸とアンモニアの電離平衡

酢酸やアンモニアなどの弱酸，弱塩基を水に溶かすと一部の分子だけ
が電離し，電離によって生じるイオンと電離していない分子は電離平衡
の状態となる。次の⛶は酢酸の電離平衡である。
CH3COOH CH3COO񎸒񎸒 񀀫񀀫 H񎨫񎨫 …⛶

񐁣񐁣〔񀁭񀁭񀁯񀁯񀁬񀁬񎐼񎐼񀁌񀁌〕の酢酸の電離平衡において，酢酸の電離度を 񐎱񐎱とする。

⑴ 電離平衡⛶の電離定数 񐁋񐁋񎩡񎩡を，񐁣񐁣と 񐎱񐎱を用いて表せ。
⑵ 񐎱񐎱が 񀀱񀀱より非常に小さい場合，񀀱񀀱񂈒񂈒񐎱񐎱は 񀀱񀀱とみなせる。このとき，񐎱񐎱
と水素イオン濃度 񀁛񀁛H񎨫񎨫񀁝񀁝を，񐁋񐁋񎩡񎩡と 񐁣񐁣を用いて，それぞれ表せ。
⑶ 温度一定の条件下，酢酸の濃度と電離度の関係を示す最も適切な図は，

񀀱񀀱～񀀶񀀶のうちのいずれか。
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アンモニアは水溶液中において，電離平衡⛷の状態となる。
NH3 񀀫񀀫 H2O NH4񎨫񎨫 񀀫񀀫 OH񎸒񎸒 …⛷

⑷ ⛷の反応において，酸として働いているものを，すべて選んで化学
式で記せ。
⑸ アンモニアの電離定数 񐁋񐁋񎩢񎩢を 񀀲񀀲񀀮񀀮񀀰񀀰񀃗񀃗񀀱񀀱񀀰񀀰񎸒񎸒񎨵񎨵 񀁭񀁭񀁯񀁯񀁬񀁬񎐼񎐼񀁌񀁌，水のイオン積 񐁋񐁋񎩗񎩗を

第 10 章 化学平衡Ⅱ（酸塩基と平衡） 59
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第 1章 化学の基礎(原子の構造，化学量)

1 原子核，壊変

■解答■
❞ 電子 ❟ 陽子 ❠ 中性子 ❡ 質量数
❢ 同位体（アイソトープ）
❣ 放射性同位体（ラジオアイソトープ）
✔ ④ ✕ 񀀸񀀸 ✖ 񀀶񀀶

KEY POINT

・質量数 񎝂񎝂陽子の数 原子番号
中性子の数

・電子，陽子，中性子の質量比 電子：陽子：中性子񂉒񂉒񀀱񀀱：񀀱񀀱񀀸񀀸񀀰񀀰񀀰񀀰：񀀱񀀱񀀸񀀸񀀰񀀰񀀰񀀰

・同位体 񎝂񎝂安定同位体 原子核が変化しない同位体
放射性同位体 放射線を出して原子核が変化する同位体

■解説■
✔ 陽子と中性子の質量はほぼ等しく（中性子の方がわずかに重い），電子
の質量の約 񀀱񀀱񀀸񀀸񀀰񀀰񀀰񀀰倍もある。
（より正確な質量比 電子：陽子：中性子񂉒񂉒񀀱񀀱：񀀱񀀱񀀸񀀸񀀳񀀳񀀶񀀶：񀀱񀀱񀀸񀀸񀀳񀀳񀀹񀀹）

✕，✖ 問題文にあるように，񀀱񀀱回の 񐎱񐎱壊変では原子番号が 񀀲񀀲，質量数が 񀀴񀀴

減少し，񀀱񀀱回の 񐎲񐎲壊変では原子番号のみが 񀀱񀀱増加する。񐎱񐎱壊変と 񐎲񐎲壊変が
組み合わさって起こった場合，質量数の減少は 񐎱񐎱壊変のみに起因すること
に注意する。 U238

92 񂆒񂆒 P206
82 bへの変化で，質量数が 񀀨񀀨񀀲񀀲񀀳񀀳񀀸񀀸񂈒񂈒񀀲񀀲񀀰񀀰񀀶񀀶񀀽񀀽񀀩񀀩񀀳񀀳񀀲񀀲減少し

ているので，񐎱񐎱壊変の回数は 񀀳񀀳񀀲񀀲
񀀴񀀴

񀀽񀀽񀀸񀀸となる。原子番号は 񐎱񐎱壊変 񀀱񀀱回につ

き񂈒񂈒񀀲񀀲，񐎲񐎲壊変 񀀱񀀱回につき񀀫񀀫񀀱񀀱変化するので，񐎲񐎲壊変が 񞍸񞍸回起こったとす
ると，

񀀹񀀹񀀲񀀲񂈒񂈒񀀲񀀲񀃗񀃗񀀸񀀸񀀫񀀫񞍸񞍸񀀽񀀽񀀸񀀸񀀲񀀲 よって，񞍸񞍸񀀽񀀽񀀶񀀶

別解

񐎱񐎱壊変が 񐁡񐁡回，񐎲񐎲壊変が 񐁢񐁢回起こったとすると，

2



K051-103_良問の風_理論化学_解説編_06-11章_5k-1.smd  Page 38 26/07/22 11:56  v4.00

第 10 章 化学平衡Ⅱ（酸塩基と平衡)

54 酢酸とアンモニアの電離平衡

■解答■

⑴ 񐁋񐁋񎩡񎩡񀀽񀀽
񐁣񐁣񐎱񐎱񎨲񎨲

񀀱񀀱񂈒񂈒񐎱񐎱
⑵ 񐎱񐎱񀀽񀀽

𮛑𮛑
񐁋񐁋񎩡񎩡

񐁣񐁣
，񀁛񀁛H񎨫񎨫񀁝񀁝񀀽񀀽 𮛐𮛐 񐁣񐁣񐁋񐁋񎩡񎩡 ⑶ 񀀴񀀴

⑷ H2O，NH4񎨫񎨫 ⑸ 񀀱񀀱񀀱񀀱񀀮񀀮񀀲񀀲

KEY POINT

電離平衡 基本的には水溶液中での電解質（弱酸，弱塩基，難溶性の塩
など）の電離を扱う。平衡そのものの考え方は，これまでと変わらな
いが，水が溶媒になっている場合は，平衡定数に 񀁛񀁛H2O񀁝񀁝 を含めない
ことに注意する（反応で生成・消費される H2Oであっても，水溶液
中の平衡では，񀁛񀁛H2O񀁝񀁝を平衡定数に含めない）。

弱酸の電離 𰎱𰎱𠀽𠀽
𮛑𮛑

𰁋𰁋a

𰁣𰁣
，𠁛𠁛H񎨫񎨫𠁝𠁝𠀽𠀽𮛐𮛐 𰁣𰁣𰁋𰁋a

（𰎱𰎱𠀨𠀨電離度𠀩𠀩≪𠀱𠀱のとき，񐁋񐁋񎩡񎩡：電離定数，񐁣񐁣：モル濃度）

弱塩基の電離 𰎱𰎱𠀽𠀽
𮛑𮛑

𰁋𰁋b

𰁣𰁣
，𠁛𠁛OH񎸒񎸒𠁝𠁝𠀽𠀽𮛐𮛐 𰁣𰁣𰁋𰁋b

（𰎱𰎱𠀨𠀨電離度𠀩𠀩≪𠀱𠀱のとき，񐁋񐁋񎩢񎩢：電離定数，񐁣񐁣：モル濃度）
（上記の式と成立条件は記憶しておいた方がよい。）

水の電離 酸や塩基の水溶液では，H2Oの電離による H񎨫񎨫，OH񎸒񎸒は酸
や塩基から生じる H񎨫񎨫，OH񎸒񎸒に比べて極めて少なく，無視できる（酸
や塩基の濃度が極めて小さい場合などは無視できない）。
近似計算 񐁡񐁡񀂱񀂱񐁢񐁢 を計算する際，𰁡𰁡񂉫񂉫𰁢𰁢 であれば，𰁡𰁡𠂱𠂱𰁢𰁢𠀽𠀽𰁡𰁡 としても，
大きな誤差は生じない。

■解説■
⑴ 反応の量的関係を整理する。

CH3COOH CH3COO񎸒񎸒 񀀫񀀫 H񎨫񎨫

はじめ 񐁣񐁣 񀀰񀀰 񀀰񀀰

変化量 񂈒񂈒񐁣񐁣񐎱񐎱 񀀫񀀫񐁣񐁣񐎱񐎱 񀀫񀀫񐁣񐁣񐎱񐎱

平衡時 񐁣񐁣񀀨񀀨񀀱񀀱񂈒񂈒񐎱񐎱񀀩񀀩 񐁣񐁣񐎱񐎱 񐁣񐁣񐎱񐎱 （単位񀁭񀁭񀁯񀁯񀁬񀁬񎐼񎐼񀁌񀁌）
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